
アナリティクス機能
「QuickSight」活用講座
～予実管理編～
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はじめに 説明

本ハンズオンの目的
新機能アナリティクスを体験していただくことを目的としています

（アナリティクス：Amazon QuickSightのeセールスマネージャー対応版）

＊以降、eセールスマネージャーをeSMと表記

本ハンズオンで取り扱う内容

・データソースの準備

・様々なアウトプットの作成方法

・フィルタ(検索条件)設定

・データの出力
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今回作成いただくアウトプット 説明
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今回作成いただくアウトプット 説明

売上金額の予算と実績比較

売上粗利の予算と実績比較

売上金額の予算達成状況

売上粗利の予算達成状況

年度別の売上状況表

事業部等で絞り込み
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使用するデータについて
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今回作成いただくアウトプット 説明

③部門検索の追加

①予算売上/粗利グラフ作成

②売上/粗利達成状況 KPI作成

④売上状況表作成
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アウトプットの作成に必要なデータ

データは2種類あります

【研修】予算実績データforQS

【研修】部門マスタforQS

・

・

・

【研修】予算実績データforQS 【研修】部門マスタforQS

予算実績データ
(QuickSightデータセット)

QuickSight

売上部門コード 部門コード＝

データの関連図

実践
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研修用データのアップロード

eセールスマネージャーへログインし、

「データ分析（下図の箇所をクリック）」→「ファイル管理」

と画面遷移します

実践
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研修用データのアップロード

「新規ファイルアップロード」ボタンをクリックします

「【研修】部門マスタforQS.xlsx」を選択し、「アップロード」します

実践
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研修用データのアップロード

再び「新規ファイルアップロード」ボタンをクリックし、

「【研修】予算実績データforQS.xlsx」もアップロードします

実践
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研修用データのアップロード

2つのファイルが、ファイル管理画面に登録されていることを確認します

実践
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QuickSightへのログイン
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QuickSightへのログイン
実践

環境にログインして、アナリティクス（QuickSight）を起動させましょう

1. データ分析横の＞を選択します 2. 「アナリティクス」を選択します

3. 初めて起動する場合、「最新情報」が表示されるので、
「閉じる」を選択します
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データソースの準備
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1. 「データセット」を
選択します

2. 「新しいデータセット」を
選択します

アウトプットの作成に必要なデータ

今回は、先ほどアップロードしたデータを使用します

3. 「データセットの作成」を選択します
【研修】予算実績データforQS

4. 「データセットの作成」を
選択します

5. 「データの編集/プレビュー」を選択します

実践
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アウトプットの作成に必要なデータ

1. 「データを追加」を選択します 2. プルダウンから「データソース」を
選択します

3. 「【研修】部門マスタforQS」を選択します
4. 「【研修】部門マスタforQS」を選択します

実践
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アウトプットの作成に必要なデータ

1. 結合箇所を選択します

3. Leftを
選択します

2. 結合句で以下を選択します
【研修】予算実績データforQS: 売上部門コード
【研修】部門マスタforQS: 部門コード

4. 「適用」を
選択します

予算実績データに
部門マスタ情報が付与されました

実践
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QuickSight –データセット作成 – ファイル結合

部門マスタのフィールドがフィールドリスト、
プレビューに追加されます

説明
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QuickSight –データセット作成 – データ型変更

売上部門コード、部門コード、伝票番号、
年度を10進数→文字列へ変換します

実践
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QuickSight –データセット作成 – 項目の非表示

1. 「売上部門コード」と「部門コード」が重複しているため、
「部門コード」をフィールドを除外します
→データが右側のプレビューからも削除されます

説明実践
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QuickSight –データセット作成 – 名前の変更 & 保存

1. 作成したデータセットに名前を付けます
「【研修】予算実績データ_〇」など 2. 「発行して視覚化」を選択します

実践
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QuickSight –データセット作成 – インポートの完了

ダッシュボード作成の準備が整いました。
※インポートが完了するまで数分時間がかかります。5分以上待っても完了しない場合は、
左上のeをクリックし、再読み込みをしてください。

実践
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ダッシュボード作成
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今回作成いただくアウトプット 説明

③部門検索の追加

①予算売上/粗利グラフ作成

②売上/粗利達成状況 KPI作成

④売上状況表作成
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予算売上/粗利グラフ
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今回作成いただくアウトプット- ①予算売上/粗利グラフ 説明

①予算売上/粗利グラフ作成



27©SOFTBRAIN Co.,Ltd.

予算売上/粗利グラフ – グラフ作成

1. 「クラスター棒コンボグラフ」を
選択します

実践

2. 画面左側にビジュアルの設定画面が
表示されます
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予算売上/粗利グラフ – グラフ作成

項目一覧よりドラッグアンドドロップで
ビジュアルに追加していきます

1. X軸に「売上日」を
追加します

2. 棒グラフの軸に
以下の2項目を追加します

【予算】売上金額
【実績】売上金額

3. 折れ線グラフの軸に
以下の2項目を追加します
【予算】粗利
【実績】粗利

実践
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予算売上/粗利グラフ – 日付表示単位の変更

1. 「売上日」のアイコンを
クリックします

2. 集計：日 を 「月」へ
変更します

実践
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予算売上/粗利グラフ – 日付フォーマットの変更

1. 再度「売上日」のアイコンをクリックします

2. 形式 > 「その他のフォーマットオプション」
を選択します

3. カスタムを選択し、フォーマット欄に「YYYY/MM」を
入力します

実践
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予算売上/粗利グラフ – 年度フィルタの適用
実践

5. 「一部のビジュアル」
を選択します

1. フィルターアイコンを
選択します

3. 「年度」を
選択します

4. 作成されたフィルタ
「年度」を選択します

6. 「2020」を選択します

7. 「適用」を選択します

8. グラフの表示範囲が2020年度のみ
にフィルタされます

2.フィルターの「追加」を
選択します
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予算売上/粗利グラフ – グラフタイトルの変更

1. グラフのタイトル部分をダブルクリックし、小窓上で
「当年度売上/粗利」に書き換えて「保存」を押下します

2. 変更後

実践
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売上/粗利達成状況KPI
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今回作成いただくアウトプット‐ ②売上/粗利達成状況 説明

②売上/粗利達成状況 KPI作成
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売上/粗利達成状況KPI – ビジュアル作成 売上

1. ビジュアル内の「+追加」を
選択します

2. 空のビジュアルが作成されて
いることを確認します

実践
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売上/粗利達成状況KPI –ビジュアル作成 売上

1. 作成したビジュアルを
選択します

2. 「KPI」を選択します

3. フィールドウェルが
表示されます

実践
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売上/粗利達成状況KPI –ビジュアル作成 売上

フィールドリストから項目をドラッグアンドドロップでフィールドウェルに追加していきます

1. 値に「【実績】売上金額」を追加します

2. ターゲット値に
「【予算】売上金額」を
追加します

3. KPIに値が反映され、実績金額,予算金額,
実績と予算の差分,達成率が表示されます

実践
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売上/粗利達成状況KPI –ビジュアル作成 売上
実践

1. 「KPIレイアウト」を選択します

２.二つ目のレイアウトをクリックします
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売上/粗利達成状況KPI –ビジュアル作成 売上
実践

1. 「ビジュアルのフォーマット」を
クリックします

２.KPIオプションの
パーセント(%)を
選択します
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売上/粗利達成状況KPI – ビジュアルのコピー

1. アイコンから
「ビジュアルの複製」を選択します

2. 先ほど作成したビジュアル
がコピーされます

実践

…
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売上/粗利達成状況KPI –ビジュアル作成 粗利

2. 値のフィールドウェルの
アイコンを選択します

3. 置換より表示する値を
「【実績】粗利」に変更します

4. 2/3と同じ手順で、
ターゲット値側の値を
「【予算】売上金額→
【予算】粗利」に
変更します

実践

1. KPIレイアウト横の＜を選択します

…
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売上/粗利達成状況KPI – グラフの移動とサイズ調整
作成したグラフはサイズ赤枠の箇所を選択してドラッグアンドドロップ
することで変更・移動が可能です。
グラフを移動して以下のような配置にしてみましょう。

実践
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1. 売上予算達成状況のビジュアル
を選択し、右側の アイコンか
ら「条件付き書式設定」を選択
します

売上/粗利達成状況KPI – 条件付き書式設定 売上予算

3. 以下のように設定します
条件 #1：「次以上」
値：100
色：緑

2. 「テキストの
色を追加する」
を選択します

4. 以下のように設定します
条件 #2：「次より小さい」
値：100
色：赤

実践

5．適用をクリックします

…
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売上/粗利達成状況KPI – 条件付き書式設定 売上予算

1. 売上予算達成状況のビジュアル
を選択し、右側の アイコンか
ら「条件付き書式設定」を選択
します

4. 以下のように設定します
条件 #1
値：100
アイコン：任意

5. 以下のように設定します
条件 #2
値：100
アイコン：任意

2. 「アイコンを追加する」を
選択します

実践

6．適用をクリックします

…
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売上/粗利達成状況KPI – 条件付き書式設定 粗利予算

1. 粗利予算達成状況のビジュアルを
選択し、右側の アイコンから
「条件付き書式設定」を選択します

3. 以下のように設定します
条件 #1：「次以上」
値：100
色：緑

4. 以下のように設定します
条件 #2：「次より小さい」
値：100
色：赤

実践

5．適用をクリックします

…

2. 「テキストの
色を追加する」
を選択します
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売上/粗利達成状況KPI – 条件付き書式設定 粗利予算

1. 粗利予算達成状況のビジュアルを
選択し、右側の アイコンから
「条件付き書式設定」を選択します

4. 以下のように設定します
条件 #1
値：100
アイコン：任意

5. 以下のように設定します
条件 #2
値：100
アイコン：任意

2. 「アイコンを追加する」を
選択します

実践

6．適用をクリックします

…
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売上/粗利達成状況KPI – グラフのタイトル変更

1. 各ビジュアルのタイトルを次のように変更します
売上側：「売上予算達成状況」
粗利側：「粗利予算達成状況」

実践
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部門検索
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今回作成いただくアウトプット- ③部門検索 説明

③部門検索の追加
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部門検索 – フィルタの作成 – 事業部

１. 「フィルター」を
クリックします

3. 「事業部名」を選択します
5. 「編集」を選択します

6. 「該当する
すべてのビジュアル」
を選択します

実践

7. 「フィルタリスト」
を選択します

8. 「すべて選択」に
チェックを付けます

9. 「適用」を
クリックします

2. 「＋追加」を
選択します

4. 「先頭に
ピン留めする」
を選択します
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部門検索 – フィルタの作成 – 部門

2. 「部門名」を選択します 4. 「編集」を選択します

5. 「該当する
すべてのビジュアル」
を選択します

実践

6. 「フィルタリスト」
を選択します

7. 「すべて選択」に
チェックを付けます

8. 「適用」を
クリックします

1. 「＋追加」を
選択します

3. 「先頭にピン留めする」
を選択します
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部門検索 – フィルタの作成 – 支店

2. 「支店名」を選択します 4. 「編集」を選択します

5. 「該当する
すべてのビジュアル」
を選択します

実践

6. 「フィルタリスト」
を選択します

7. 「すべて選択」に
チェックを付けます

8. 「適用」を
クリックします

1. 「＋追加」を
選択します

3. 「先頭にピン留めする」
を選択します
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部門検索 – フィルタの作成 – 関連する値の設定①
実践

1. 「編集」をクリックします
2. 「コントロールオプション」

をクリックします

3. 「関連する値のみを表示」
をクリックします

4. 事業部名の選択肢に
チェックします 5. 「更新」

をクリックします
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部門検索 – フィルタの作成 – 関連する値の設定②
実践

1. 「編集」をクリックします
2. 「コントロールオプション」

をクリックします

3. 「関連する値のみを表示」
をクリックします

4. 事業部名と部門名の
選択肢にチェックします

5. 「更新」
をクリックします
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部門検索
事業部・部門・支店の検索条件(コントロール)でグラフにフィルタをかけられる
ようになりました。
各コントロールを操作してみましょう。

実践
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当年度売上状況表
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今回作成いただくアウトプット- ④売上状況表 説明

④売上状況表作成
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当年度売上状況表– ビジュアル作成
2. ビジュアル内の「+追加」を選択します

2. 空のビジュアルが作成されていることを
確認します

実践
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当年度売上状況表– ビジュアル作成

1. 作成したビジュアルを選択します
※あわせて、ビジュアルの横幅を
広げておきます

2. 「ピボットテーブル」
を選択します

3. フィールドウェルが表示されます

実践
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当年度売上状況表–ビジュアル作成 売上状況

フィールドリストから項目をドラッグアンドドロップでフィールドウェルに追加していきます

1. 行に以下の項目を追加します
「年度」「月度」

2. 値に以下の項目を追加します
「【予算】売上金額」「【実績】売上金額」

3.ピボットテーブルに
値が反映されます

実践
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当年度売上状況表– 計算フィールドの追加 – 計算式
ピボットテーブルに計算フィールドを追加していきます。

No 項目名 計算式

① 当月予算実績差 sum({【実績】売上金額})-sum({【予算】売上金額})

② 当月予算実績比 sum({【実績】売上金額})/sum({【予算】売上金額})

③ 当期売上実績累計 runningSum(sum({【実績】売上金額}),[{月度}ASC],[{年度}ASC])

④ 当期売上予算累計 runningSum(sum({【予算】売上金額}),[{月度}ASC],[{年度}ASC])

⑤ 前年同月売上実績 lag(sum({【実績】売上金額}),[{月度}ASC],12)

⑥ 前年同月売上比 sum({【実績】売上金額})/{前年同月売上実績}

説明

※計算式のコピーは別途送付しております研修用デモデータ.zipファイル内の
研修用計算フィールド.txtよりコピーをお願いいたします。



62©SOFTBRAIN Co.,Ltd.

当年度売上状況表–計算フィールドの追加 – 完成イメージ

テーブルイメージ(項目名変更後)

説明

計算フィールド
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当年度売上状況表– 計算フィールドの追加 – 予実差/予実比

計算フィールドの追加

ピボットテーブルに計算フィールドを追加していきます。
ここでは「計算フィールドの追加」→「計算式の入力」の操作で①②の
作成を実施します。

1. 「計算フィー
ルドを追加」
を選択します

No 項目名 計算式

① 当月予算実績差 sum({【実績】売上金額})-sum({【予算】売上金額})

② 当月予算実績比 sum({【実績】売上金額})/sum({【予算】売上金額})

2. 「当月予算実績差」を
入力します

3. sum({【実績】売上金額})-sum({【予算】売上金額})
を入力して「保存」を選択します

5. 「当月予算実績比」を
入力します

6. sum({【実績】売上金額})/sum({【予算】売上金額})
を入力して「保存」を選択します

実践

4. 「計算フィー
ルドを追加」
を選択します
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当年度売上状況表– 計算フィールドの追加 –予実差/予実比

1. 追加した計算フィールドを
値に追加します

当月予算実績差
当月予算実績比

2. 追加された
フィールド

3. 予算実績差 と
予算実績比が表示されます

実践
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当年度売上状況表– 計算フィールドの追加 –実績/予算累計

計算フィールドの追加

ピボットテーブルに計算フィールドを追加していきます。
ここでは「計算フィールドの追加」→「計算式の入力」の操作で③④の
作成を実施します。

1. 「計算フィー
ルドを追加」
を選択します

No 項目名 計算式

③ 当期売上実績累計 runningSum(sum({【実績】売上金額}),[{月度}ASC],[{年度}ASC])

④ 当期売上予算累計 runningSum(sum({【予算】売上金額}),[{月度}ASC],[{年度}ASC])

2. 「当期売上実績累計」を
入力します

3. runningSum(sum({【実績】売上金
額}),[{月度}ASC],[{年度}ASC])
を入力して「保存」を選択します

5. 「当期売上予算累計」を
入力します

6. runningSum(sum({【予算】売上金
額}),[{月度}ASC],[{年度}ASC])
を入力して「保存」を選択します

4. 「計算フィー
ルドを追加」
を選択します

説明
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当年度売上状況表– 計算フィールドの追加 –実績/予算累計

1. 追加した計算フィールド
を値に追加します

当期売上実績累計
当期売上予算累計

2. 追加された
フィールド

3. 期首から累計表示

説明
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当年度売上状況表– 計算フィールドの追加 –前年同月/比率

計算フィールドの追加

ピボットテーブルに計算フィールドを追加していきます。
ここでは「計算フィールドの追加」→「計算式の入力」の操作で⑤⑥の
作成を実施します。

1. 「計算フィー
ルドを追加」
を選択します

No 項目名 計算式

⑤ 前年同月売上実績 lag(sum({【実績】売上金額}),[{月度}ASC],12)

⑥ 前年同月売上比 sum({【実績】売上金額})/{前年同月売上実績}

2. 「前年同月売上実績」を
入力します

3. lag(sum({【実績】売上金額}),[{月度}ASC],12)
を入力して「保存」を選択します

5. 「前年同月売上比」を
入力します

6. sum({【実績】売上金額})/{前年同月売上実績}
を入力して「保存」を選択します

4. 「計算フィー
ルドを追加」
を選択します

説明
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当年度売上状況表– 計算フィールドの追加 –前年同月/比率

2. 追加されたフィールド 3. 前年同月売上と比率の表示1. 追加した計算
フィールドを値に
追加します

前年同月売上実績
前年同月売上比

説明
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当年度売上状況表– 表示変更
新しい年度・月度から表示するために、ソート順を変更します。

1. アイコンを
選択します 2. 降順を選択します

※同様に月度も設定を行います

実践
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当年度売上状況表–テーブルフォーマット (1/2)

追加したフィールドをわかりやすくするため、日本語名称を付けます。

1. 「値の名前」をクリックすると
各項目の名称入力欄が表示されます

実践
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当年度売上状況表–テーブルフォーマット (2/2)

1. 値の名前を入力します

【予算】売上金額（合計）⇒売上予算
【実績】売上金額（合計）⇒売上実績

2. テーブルに入力した
値の名前が反映されます

これでピボットテーブルは完成です。

実践
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当年度売上状況表–当月前年の表示方法変更

2.前年期売上比横の
表示形式→パーセント表示で
表示形式を変更します

説明

…

1.当月予算実績比の横の
表示方法→パーセント表示で
表示形式を変更します

…
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当年度売上状況表–ビジュアル作成 売上状況

1. ピボットテーブルのタイトルを
「当年度売上状況表」に変更します

実践
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シート名の変更
ダッシュボードの公開前に、シート名を変更しておきます。

1. 「シート1」横の∨を選択し、
「名前の変更」から新たなシート名（販売損益ダッシュボード）を入力します

実践
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ダッシュボードの公開
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QuickSight –ダッシュボード作成 –公開

閲覧ユーザ(Reader)がデータにアクセスできるように、
ダッシュボードを公開します。

1.「公開」をクリックします

実践
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QuickSight –ダッシュボード作成 –公開

1.「新しいダッシュボードとして公開」を選択し
ダッシュボード名「部門別販売管理表_〇」を
入力します

2.「ダッシュボードの公開」を選択します

補足：
ダッシュボードを全ユーザに公開する場合
=>「このアカウント全員」を有効化します

実践
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QuickSight –ダッシュボード作成 –公開

ダッシュボードが公開されました。公開されたダッシュボードは
設定したコントロールやフィルタを利用する事ができます。

1. 動作確認が終わったら、左上のアイコンをクリックします

実践
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QuickSight –ダッシュボード作成 –公開 説明

1. ダッシュボード追加を選択します

2. ダッシュボードを選択して
設定完了です

3. ダッシュボードが
表示されます
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QuickSight –ダッシュボード作成 –公開
公開されたダッシュボードはログイン後の「すべてのダッシュボード」に
追加されていきます。
このように、各部門で作成した分析をダッシュボードとして共有していく形の
利用が可能です。
ダッシュボードをお気に入りに登録することも可能です。

1. ダッシュボードを
選択します

2. 「☆」を選択します

3. お気に入りに追加します

実践
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Excelダウンロード

QuickSightのテーブルデータはCSVダウンロードが
可能です。

1.ビジュアルを選択し、
アイコンをクリック
します

2. 「Excelへエクスポート」を
選択します

実践
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補足情報・参考資料 (QuickSight) 

• ホームページ

 https://aws.amazon.com/jp/quicksight/

• ドキュメント

 https://aws.amazon.com/jp/documentation/quicksight/

• サービス全体の説明資料

 https://www.slideshare.net/AmazonWebServicesJapan/20180
801-aws-black-belt-online-seminar-amazon-quicksight

 https://www.slideshare.net/AmazonWebServicesJapan/20200
204-aws-black-belt-online-seminar-amazon-quicksight

説明

• 計算フィールド、表計算関数

 https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/quicksight/latest/user/work
ing-with-calculated-fields.html

 https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/advanced-analytics-
with-table-calculations-in-amazon-quicksight/

資料のご請求やお見積りのご依頼は

弊社営業担当までご連絡ください

https://aws.amazon.com/jp/quicksight/
https://aws.amazon.com/jp/documentation/quicksight/
https://www.slideshare.net/AmazonWebServicesJapan/20180801-aws-black-belt-online-seminar-amazon-quicksight
https://www.slideshare.net/AmazonWebServicesJapan/20200204-aws-black-belt-online-seminar-amazon-quicksight
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/quicksight/latest/user/working-with-calculated-fields.html
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/advanced-analytics-with-table-calculations-in-amazon-quicksight/
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活用支援サイト/ユーザーコミュニティのご紹介
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活用支援サイトのご案内

操作マニュアル、お役立ち情報、問合せができるサイトです
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ユーザーコミュニティのご案内

https://e-sales-community.jp/view/home

・・・・・・

✓ユーザー様同士の事例/情報の共有

✓ソフトブレーンからの活用事例のご案内

✓理解度向上のためのプログラムのご提供

✓弊社開発部門への製品に関するご要望

✓セミナー/研修コンテンツのご案内

※一部コンテンツは現在構築中です

共同・共有・協走

https://e-sales-community.jp/view/home



